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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
【 序 論 】日本 で は 様 々な要 因 に よ っ て 耕作 放 棄地 が 増 加 し て おり 、そ の再 生 お よ び 農 耕地 と して の 再

利 用 が 重 要 な 課題 と なっ て い る 。一 方 、耕 作 放棄 地 を 農 耕 地 とし て 復元 し た 後 に 作 物収 量 の減 少 等 が

生 じ る こ と が 報告 さ れて い る 。し か し 、再 耕 地化 後 に 生 じ る 収量 減 少の 要 因 な ど の 詳し い メカ ニ ズ ム

は 明 ら か に さ れて い ない 。そ こ で 、本 研 究 は耕作 放 棄 地 を 復 元し た 農耕 地 に お い て 、再 耕地化 が 作 物

の 生 育 に 与 え る影 響 を明 ら か に す る こと を 目的 と し た 。  
【 方 法・材料 】本 研 究 は東 京 学 芸 大 学 教材 農 園内 の 耕 作 放 棄 地を 再 耕地 化 し た 圃 場 およ び 通常 管 理 の

農 地 圃 場（以 降 、慣 行圃 場 ）に おい て 行 っ た。ま ず、再 耕 地 化に 伴う 土 壌 肥 料 成 分が 生 育に 与 え る 影

響 を 明 ら か に する た め、 施 肥 量 や 施 用す る 成分 （ 窒 素 :N、 リ ン 酸 ： P、 カ リ ウ ム :K） の 比 率を 変 え て

栽 培 試 験 を 行 った 。 再耕 地 化 後 3 年 目 圃 場 の処 理 区 は ① 慣 行区 、 ② NP K2 倍 区 、 ③ NP K1 /2 区 、 ④ P 2
倍 区 、 ⑤ K2 倍 区 と し 、東 京 都 施 肥 基 準に 従 いホ ウ レ ン ソ ウ を栽 培 した （ 反 復 3）。 ま た 、 慣行 圃 場 で

は 、 ① 慣 行 区 、② NP K2 倍 区 、 ③ NP K1 /2 区 の 処理 区 を 設 置 し た（ 反 復 3）。 次 に 、 再 耕 地化 後 3 年 目

お よ び 1 年 目 の 圃 場 の土 壌 、慣 行 圃 場 の 土壌 、バ ー ミ キ ュ ラ イト を 用い た 発 芽 試 験 を行 っ た。土 壌 は

2 mm メ ッ シ ュ を 通 し 、種 子 は ホ ウ レ ンソ ウ を用 い た 。セ ル ト レ ーに 土壌 等 を 入 れ た 後に 播 種し て 土 壌

等 を 被 せ た（ 各 5 0 セ ル ）。セ ル ト レ ー は 野 外条 件と 20℃条 件 に 設 置 し 、発芽 の 有 無 を 2 週 間 計 測し た 。

さ ら に 、再 耕 地 化 が発 芽後 の 作 物 生 育 に与 え る影 響 を 明 ら か にす る ため 、連 続 観 測 シ ス テム を利 用 し

た ポ ッ ト 試 験 を行 っ た 。5 処 理 の 条 件 で ワ グ ネルポ ッ ト に 土 壌 を充 填 した 。処 理 は 、① ポ ッ ト 上部 1 0 c m
ま で 再 耕 地 化 後 1 年 目の 土 壌 ＋ 下 部 8 c m が 慣 行 圃 場 の 土 壌 、② ポット 上 部 1 0 c m ま で 慣 行 圃 場 土 壌 ＋

下 部 8 c m が 再 耕 地 化 後 1 年 目 の 土 壌 、③ ポ ット上 部 と 下 部 共 に慣 行 圃場 土 壌 、④ ポ ッ ト上 部 と下 部 共

に 再 耕 地 化 後 1 年 目 の土 壌 、⑤ 1 の 条 件 の土 壌を 混 合 し 再 充 填、で ある（ 反 復 3）。発 芽 後 の生 育 に 着

目 す る た め に セル ト レー で 苗 を 作 成 し 、本葉が 2 枚 の 苗 を 移 植 し た 。施 肥 量 は 東 京 都栽 培 基準 に 従 っ

た 。 ま た 、 収 穫時 に SPAD（ 葉 緑 素 ） を 測 定 した 。  
【 結 果 ・ 考 察 】 慣 行 圃場 に お け る 栽 培試 験 では 、 慣 行 区 と NP K2 倍 区 の 収 量 に 差 はな く 、 NP K1 /2 区

で 慣 行 区 お よ び NPK 2 倍 区 よ り も 収 量が 低 下す る 傾 向 が 見 られ た 。この こ と か ら 、施 肥基 準 の施 用 量

で 十 分 な NP K 量 が 供 給 さ れ て い る と 考え ら れる 。 そ の 一 方 、再 耕 地化 後 3 年 目 圃 場 に お ける 栽 培 試

験 で は 、 慣 行 区よ り も NP K 2 倍 区 、 P2 倍 区 、 K 2 倍 区 の 収 量 が 明 ら かに増 加 し た 。 さ らに 、 NP K2 倍

区 と K2 倍 区 の 収 量 に 差 が な い こ と 、P2 倍 区 の収 量 が 他 の 処 理区 よ りも 大 き い 傾 向 を示 し た 。こ の 結

果 か ら 、 再 耕 地化 後 3 年 目 の 圃 場 に おけ る 施肥 基 準 の 施 用 量は 作 物生 育 に 十 分 で ない と 考え ら れ る 。

特 に 、 窒 素 や カリ ウ ムに 比 べ て リ ン 酸不 足 の影 響 が 大 き い と推 測 され る 。  
野 外 条 件 の 発 芽試 験 では 、再 耕 地 化 後 1 年 目 土壌 の 発 芽 率 が 慣行 圃 場土 壌 と バ ー ミ キュ ラ イト の 発

芽 率 よ り も 低 い傾 向 を示 し た 。こ の 傾 向 は再 耕地 化 後 3 年 目 土 壌 で は見 ら れ な か っ た 。2 0℃ 条件 に お

い て は 、再 耕 地 化 後 1 年目 と 3 年 目 の 発 芽 率 に差 は 見 ら れ な かっ た が 、再 耕 地 化 土 壌 では バ ーミ キ ュ

ラ イ ト の 発 芽 率に 比 べて 低 か っ た 。こ の 結果 から 、再 耕 地 化 に よ って 種子 発 芽 が 阻 害 され て いる こ と

が 考 え ら れ る。ま た、ポッ ト 試 験 に お ける 作 物生 育 は 、全て の 処 理 間 で明 ら か な 差 は 見ら れ なか っ た 。

こ れ ら の 結 果 から 、休 耕地 の 再 耕 地 化 に伴 う 作物 収 量 の 低 下 は 、土壌 肥沃 度 の 低 下 と 発芽 阻 害が 関 係

し て い る と 考 えら れ る。そ の 一 方 で 、ポ ッ ト試験 の 作 物 生 育 に差 が なか っ た こ と か ら 、発芽後 お よ び

初 期 生 育 後 に は再 耕 地化 の 影 響 は 小 さい と 考え ら れ る 。以 上 か ら 、休耕 地 を 農 耕 地 とし て 再利 用 す る

過 程 に お い て は 、発芽 およ び 初 期 生 育 の考 慮 が重 要 に な る と 考え ら れる 。本 研 究 で は 発 芽阻 害や 肥 沃

度 低 下 の メ カ ニズ ム は明 ら か に で き てい な いた め 、今 後 は再 耕 地 化 に伴 い す き 込 む 植物 由 来の 成 分 や

再 耕 地 化 過 程 の土 壌 中で の 有 機 化 プ ロセ ス など を 考 慮 し て いく 必 要が あ る 。  

【研究成果発表方法】 
本 研 究 で 得 ら れた 結 果を 検 討 す る 追 加の 実 験が 必 要 で あ る。こ の 結 果を 含 め た 成 果 を学 会 や学 術 雑 誌

を 通 し て 発 表 する 予 定で あ る 。  

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  


